
静岡新聞で学ぼう

年 組 名前
（小学校高学年／理科、社会）作問者：ＮＩＥアドバイザー 小川訓靖（静岡市立清水三保第二小学校 教諭）

２０２１年１２月９日朝刊記事を読んで、問いに答えましょう。

①県が開発した新品種のミカンの名前を書き
ましょう。

（ ）

②この新品種の収穫時期が通常のミカン（青
島温州）より約１カ月遅いことのメリットを書き
ましょう。

③県が植え替えを提案しているのはなぜです
か。２つ書きましょう。
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解答例

主力品種「青島温州」が年末か
ら翌年２月にピークを迎え、そ
の後ミカンの流通量が減少す
る３～４月に販売することがで
きる。

・県内のミカン樹木が老齢化が
進んでいるから。

・近年、青島温州が気候変動
の影響で浮き皮が目立つよう
になってきたから。

・収穫時期をずらすことで、高
価格で市場に売り出せるから。

から２つ書く


